
D116 外国語教育論Ⅱ
英名科目名 Foreign Language Education Ⅱ

大 学 名 同志社女子大学

連絡先 ◆本学今出川キャンパス開講
教務課
TEL : 075-251-4127
FAX : 075-251-4277

担当教員 若本 夏美（表象文化学部教授）

開講期間 2021年09月30日(木)～2022年01月20日(木)
2講時 11時00分～12時30分(毎週木曜日)
※休講 2021/10/28(木)、12/30(木)

開講形態 後期・秋学期 開講曜日・講時 木曜日 2講時

単位数 2 履修年次 １年次以上

会場 今出川キャンパス

授業定員 100

単位互換生定員 10 京カレッジ生定員 5

試験・評価方法 評価方法・評価基準：
ミニレポート 40％
到達目標に関する知識により評価します。

授業内での発表・ディスカッション・態度 10％
Active Learningに参加しているかどうかにより評
価します。

ファイナルテスト 50％
到達目標に関する知識により評価します。

超過時の選考方法 書類選考

受講料 科44,000円（登録料24,000円・受講料20,000円
）、聴8,000円

別途負担費用 なし

その他特記事項 教室情報については、決定次第、「お知らせ」へ
掲示します。不明な点があれば連絡先まで問い合
わせください。

オンデマンド（動画配信）型授業の動画配信の日
時は、必ずしも開講曜日・講時通りに配信される
とは限りませんのでご承知おきください。

パッケージ科目
低回生受講推奨科目

講義概要・到達目標

授業テーマ：
代表的な第二言語習得理論について理解を基礎に外国語教授法の背
景と代表的な教え方についての理解を深める。同時に外国語教育を
通して育成すべきコミュニケーション能力についての理解を深め、
将来中学校及び高等学校においてどのように外国語を自らが学び、
または職業として教えればいいか、英語学的知見を身に付ける。

授業の概要：
次の４点を重視しながら協働学習を中心としたアクティブ・ラーニ
ングの手法を用い自らが自律的に学べるようにする。
（１）効果的な外国語の教え方について理解を深める。
（２）英語教授法の変遷について理解を深める。
（３）第二言語習得理論からの知見について理解を深める。
（４）よくいわれるところのコミュニケーション能力の実体につい
て理解を深める。

到達目標：
英語の文法について理解する、英語の歴史的変遷および国際共通語
としての英語の実態について理解する。

授業方法：
授業計画のテーマに沿い、授業をすすめます。いくつかのパターン
が想定されますが、講義に加えてグループを中心に、自ら考え・意
見交流ができるようなActive Learningの形を目指します｡Manabaな
どのインターネットLMSの利用も検討します。できる限り、ビデオ
など視聴覚教材およびコンピュータを利用し、わかりやすい授業を
心がけます。

講義スケジュール

各回の授業内容：
1. コースイントロダクション

2. グループ・ワークへのイントロダクション

3. 文法訳読法 とは？（Grammar Translation Method）

4. オーラルアプローチ とは？（Oral Approach）

5. コミュカティブアプローチ・イマージョン教育とは？

6. 小学校から高校へ：日本の英語教育の見通し

7. インプット仮説とは？（Input Hypothesis）

8. 自然習得順序仮説とは？（Natural Order）

9. 情意フィルター（Affective）・アウトプット仮説（Output）

10. 相互作用仮説とは？（Interaction）

11. コミュニケーション能力とは？ Grammatical Competence

12. コミュニケーション能力とは？ Sociolinguistic Competence

13. コミュニケーション能力とは？ Strategic Competence

14. コミュニケーション能力とは？ Discourse Competence

15. コミュニケーション能力とは？まとめ

教科書 オリジナルハンドアウトを配布（講義ノート付）

参考書 1.中学校学習指導要領(平成29年3月文部科学省)
2.高等学校学習指導要領(最新版)
3.中学校学習指導要領解説
外国語編(平成29年7月文部科学省)
4.高等学校学習指導要領解説 外国語編(最新版)
5.授業中に適宜資料を配付
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